
発達障害のある子どもたちへの積極支援をめざします 

甲子園ロータリークラブ 

 私共甲子園ロータリークラブは 

  「将来を担う子どもたちの健全育成」を目指して 

        様々な活動を行なって参りました。 

 

文教住宅都市宣言 50周年を迎えた西宮市に事務局を置くクラブとして 

スポーツをする子どもたちを対象とする事業はもちろん他にも様々な事業を 

行なっております。 

1979 年から始まった国際ロータリーのポリオ撲滅活動への積極参画、そして、

今回はクラブ創立 50周年記念事業として 9月 27 日兵庫県西宮市内にある 

ホテルノボテル甲子園で大阪医科大学LDセンター顧問竹田契一先生をお招き

して発達障害児理解のための基礎と実践講座『発達障害のある児童生徒への

教育支援〜家庭・学校での具体的関わり〜』を開催させて頂きました。 

会員だけでなく教育・福祉関係の多くの方々にも参加して頂きました。 

平成 19 年から全国で始まった特別支援教育も今年で 8年目に入り、学校現場 

では一人一人の児童生徒の教育ニーズをしっかり理解して関わる事を基本に 

した特別支援教育は徐々に広まってきている様です。 

しかし、学校を一歩出るとそれらの理解が十分進んでいるかというと甚だ 

疑問です。 

子どもたちには「健やかに育つ」支援が必要である事。 

障害と特性を区別する事が大切である事。・・・ 

多くの事を学ぶ大変良い時間を過ごす事が出来ました。 

甲子園ロータリークラブは 今後 発達障害のある子どもたちへのあらゆる

面での支援を進めて行きたいと考えております。 

  



 
 



 

 


